
Mrs.Hani  and
Our Laboratory

【主　催】 八戸ブックセンター （tel.0178-20-8368）
【開館時間】 10：00～20：00（日・祝は10：00～19：00）
【休館日】 毎週火曜日（祝日の場合はその翌平日）、年末年始
【協　力】 婦人之友社、全国友の会、学校法人自由学園、自由学園明日館、
　　　　 羽仁もと子記念館、八戸友の会、学校法人千葉学園
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https://8book.jp

ギ ャ ラ リ ー 展  羽 仁 も と 子  生 誕 1 5 0 年 記 念

2023.12.2 {土}  ―  2024.2.25 {日}

羽 仁 も と 子 と

われらの研究室

【 X（旧Twitter）】
@hachibookcenter

A.著作集の執筆ー自宅にてー羽仁もと子著作集は1巻～19巻を昭和2年から昭和30年に執筆、発行。
20,21巻は遺稿を収録し二女羽仁恵子によって昭和30年、38年に発行。
B.1951年(昭和26年）夫 羽仁吉一と自由学園講堂の前にて。
C.1930年（昭和5年）第一回友の会大会の光景。つづいて「全国友の会成立を告ぐるの会」を東京・日本
青年会館にて開く。

【 instagram】
@hachinookcenter

1
8
7
3
年（
明
治
6
年
）に
八
戸・長
横
町
の
八
戸
藩
士・松
岡
家
の
長
女

と
し
て
誕
生
。16
歳
の
と
き
に
上
京
。24
歳
の
と
き
に
報
知
新
聞
社
に
入
社

し
、日
本
初
の
女
性
記
者
と
し
て
活
躍
す
る
。28
歳
で
同
じ
職
場
の
羽
仁
吉

一
と
結
婚
し
、退
職
。1
9
0
3
年（
明
治
36
年
）に「
婦
人
之
友
」の
前
身
で

あ
る「
家
庭
之
友
」を
創
刊
し
、家
庭
環
境
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。1
9
2
1
年（
大
正
10
年
）「
思
想
し
つ
つ
、生
活
し
つ
つ
、祈
り
つ
つ
」の
理

念
の
も
と「
自
由
学
園
」を
創
立
し
、今
日
ま
で
多
く
の
著
名
人
を
輩
出
し

て
い
る
。1
9
3
0
年（
昭
和
5
年
）に
は「
婦
人
之
友
」の
愛
読
者
た
ち
が

「
友
の
会
」を
結
成
し
、今
現
在
も
全
国
各
地
で
も
と
子
の
思
想
を
具
現
化

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。著
作
も
数
多
く「
羽
仁
も
と
子
著
作
集
」全
21
巻

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。1
9
5
7
年（
昭
和
32
年
）、83
歳
で
逝
去
。

【アクセス】
バス = 八戸駅東口から八戸市中心街行き約25分「十三日町」、
　　      または「八戸中心街ターミナル（八日町）」下車すぐ
鉄道 = 八戸駅からJR八戸線「本八戸」下車徒歩約10分
※駐車場はございません。周辺の駐車場をご利用ください。

In 1873, Motoko was born in Nagayoko-cho, Hachinohe, as the eldest 

daughter of the Matsuoka family of the Hachinohe clan.  In 1889, she 

moved to Tokyo. In 1897, she joined the Hochi Shimbun (Hochi News) 

where she became Japan's first female journalist. In 1901, She married 

her colleague, Yoshikazu Hani,  and retired. In 1903, she launched a 

magazine named “Katei no Tomo (Family's Friend)”, which was the 

predecessor of “Fujin no Tomo (Woman's Friend)”, and played a major 

role in improving the family environment at the time.  In 1921, she 

founded the “ Jiyu Gakuen ( School of Freedom )”, a school based on 

the principle of students' autonomy and self-reliance, with the aim of 

“thinking, living and praying”, which has produced many prominent 

figures  to  this  day.  In 1930,  a group  of  readers  of  “ Fujin  no  Tomo ” 

formed the “Tomo no Kai (Friends’ Association)”, which has been active

in realizing Motoko's ideas in various parts of Japan.  In 1957, Motoko 

passed away at the age of 83, and left us numerous writings, which 

were collected in 21 volumes as “The Collected Works of Motoko Hani.”

Mrs.Hani  Profile

Mrs.Hani and LaboratoryOur

プロフィール

Organized  |  Hachinohe Book Centre
Open hours  |  10:00-20:00
(Sundays and public holidays 10:00-19:00)
Closed  |  Tuesday & the New Year's holiday
(From Dec 29 to Jan 1)

〒031-0033 青森県八戸市六日町16番地2 Garden Terrace 1階 

八戸市美術館

JR八戸線

日
本
初
の
女
性
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
、八
戸
出
身
の
羽
仁
も
と
子
。

彼
女
自
身
が
創
刊
し
、著
作
の
中
で「
わ
れ
ら
の
研
究
室
」と
呼
ん
だ

雑
誌「
婦
人
之
友
」は
、今
日
ま
で
読
者
と
共
に
よ
り
よ
い
家
庭
生
活

を
願
い
な
が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
。生
誕

150
年
を
記
念
し
、彼
女
の

功
績
を
振
り
返
る
展
示
を
開
催
し
ま
す
。
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【主　催】 八戸ブックセンター （tel.0178-20-8368）
【開館時間】 10:00～20:00 （日・祝は10:00～19:00）
【休館日】 毎週火曜日（祝日の場合はその翌平日）、
　　　　年末年始：12月29日（金）～1月1日（月）
　　　　※1月2日（火）は開館、1月10日（水）が振替休館日
【協　力】 婦人之友社、全国友の会、学校法人自由学園、自由学園明日館、
　　　　 羽仁もと子記念館、八戸友の会、学校法人千葉学園

M
otoko H

ani, from
 H

achinohe, w
as Japan's first fem

ale journalist. The m
agazine she 

founded “Fujin no Tom
o (W

om
an's Friend)” w

as know
n as 'Our Laboratory' and has 

continued to experim
ent w

ith its readers right up to the present day. This exhibition is 
held to com

m
em

orate the 150th anniversary of her birth, looking back on her achievem
ents.


